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柳
ケ
瀬
プ
ロ
レ
ス
代
表
、有
限
会
社
エ
ル
・
ワ
ー

ク
代
表
取
締
役 

柚
原
真
紀
で
す
。

　

会
社
、
個
人
の
活
動
と
し
て
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
、

ス
ポ
ー
ツ
バ
ー
、
柳
ケ
瀬
プ
ロ
レ
ス
の
運
営
、
児

童
虐
待
防
止
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
理
事
、
笠
松
刑
務

所
の
篤
志
面
接
員
な
ど
、
日
々
忙
し
く
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
岐
阜
市
柳
ケ
瀬
商
店
街
に
八
年
前
に

旗
揚
げ
し
ま
し
た
、
柳
ケ
瀬
プ
ロ
レ
ス
に
つ
い
て

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
と
プ
ロ
レ
ス
の
出
会
い
は
、小
学
校
の
時
に
、

父
と
新
日
本
プ
ロ
レ
ス
を
観
戦
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。

　

テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
、
ず
っ
と
大
き
な
身
体
の

男
の
人
達
が
闘
う
姿
、
リ
ン
グ
に
叩
き
つ
け
ら
れ

る
大
き
な
音
に
驚
き
ま
し
た
。
実
は
私
が
小
学
校

五
年
に
な
っ
た
時
に
、
些
細
な
こ
と
で
い
じ
め
が

始
ま
り
ま
し
た
。誰
に
も
相
談
で
き
ず
辛
い
日
々
。

そ
ん
な
時
で
す
父
と
プ
ロ
レ
ス
を
見
て
い
た
時
、

大
き
く
強
い
先
輩
レ
ス
ラ
ー
に
、
殴
ら
れ
て
も
、

蹴
ら
れ
て
も
、
投
げ
ら
れ
て
も
、
何
度
で
も
立
ち

向
か
う
新
人
レ
ス
ラ
ー
の
姿
を
見
て
、
試
合
後
、

私
も「
い
じ
め
な
ん
か
に
負
け
て
た
ま
る
か
！
！
」

と
、い
つ
の
間
に
か
ま
だ
ま
だ
弱
い
新
人
選
手
に
、

そ
の
時
の
自
分
を
重
ね
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
時
が
経
ち
岐
阜
出
身
の
破
壊
王 

橋

本
真
也
選
手
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
後
援
会
を
立

ち
上
げ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
あ
る
施

設
で
、
子
ど
も
達
にIW

GP

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ベ

ル
ト
を
見
せ
な
が
ら
「
い
い
か
、
お
前
た
ち
親
が

近
く
に
い
な
い
と
か
、
寂
し
が
る
な
よ
。
俺
も
、

親
に
縁
が
少
な
か
っ
た
け
ど
、
夢
、
目
標
を
持
っ

て
頑
張
れ
ば
、
岐
阜
の
田
舎
物
で
も
、
東
京
で
こ

う
し
て
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
れ
る
ん
だ
。
ど
ん
な

小
さ
い
事
で
も
い
い
、目
標
も
っ
て
、夢
に
向
か
っ

て
頑
張
れ
！
ま
た
来
る
か
ら
な
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
40
歳
の
若
さ
で
、
橋
本
真
也
選
手

は
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
も
プ
ロ
レ

ス
か
ら
元
気
、
勇
気
を
も
ら
っ
た
一
人
と
し
て
、

プ
ロ
レ
ス
を
通
し
て
橋
本
選
手
が
伝
え
て
く
れ
た

想
い
を
岐
阜
で
繋
い
で
行
き
た
い
と
思
い
、
ち

び
っ
子
プ
ロ
レ
ス
教
室
、
児
童
虐
待
防
止
の
活
動

や
、
い
じ
め
撲
滅
、
元
気
創
造
イ
ベ
ン
ト
な
と
を

続
け
て
16
年
経
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
活
動
の
中
、

や
は
り
岐
阜
か
ら
中
央
へ
行
け
る
選
手
を
育
て
た

い
、
子
ど
も
達
の
夢
、
目
標
を
叶
え
る
一
番
近
い

リ
ン
グ
で
あ
り
た
い
と
、
旗
揚
げ
し
た
の
が
柳
ケ

瀬
プ
ロ
レ
ス
で
す
。

　

柳
ケ
瀬
商
店
街
に
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
バ
ーM

's 
cafe

に
リ
ン
グ
を
置
き
、
試
合
を
始
め
ま
し
た
。

今
で
は
選
手
11
名
と
少
し
ず
つ
団
体
ら
し
く
な
り

ま
し
た
。

　

プ
ロ
レ
ス
は
受
け
の
美
学
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
美
学
こ
れ
は
、
相
手
の
技
を
全
部
受
け
て
で

も
勝
利
す
る
、
か
か
っ
て
来
い
の
精
神
に
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
厳
し
い
練
習
に
耐
え
体
力
を
つ

け
、
技
を
受
け
る
事
が
で
き
る
体
を
作
り
、
技
を

研
究
し
、
勝
ち
た
い
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
夢
、

目
標
を
立
て
て
頑
張
る
の
で
す
。

　

今
の
私
の
目
標
は
橋
本
真
也
選
手
も
闘
っ
て
い

た
東
京 

後
楽
園
ホ
ー
ル
で
10
周
年
大
会
を
開
催

す
る
！
で
す
。
皆
さ
ん
、
応
援
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

創刊　昭和29年1月25日（857号） 令和7年 10月 25日発行

学
童
席
上
揮
毫
大
会
＝
十
月
四
日
、
信
徒
会
館
ホ
ー
ル

代
表

開
創
72
周
年
記
念
大
祭

十
一
月
三
日

七
五
三
ま
い
り

十
一
月
末
日
ま
で
厳
修

犬山成田山
ホームページ
←ＱＲコード

犬山成田山 検索

発行所　愛知県犬山市
　　　　成田山名古屋別院大聖寺
電　話　0568（61）2583 ㈹
ＦＡＸ　0568（62）7020

毎月 1回 25日発行

柚
原
真
紀

柳
ケ
瀬
プ
ロ
レ
ス

何
度
で
も

立
ち
上
が
れ



令和7年10月25日発行 名 古屋 成 田 山 （ 2 ）
　

当
山
で
は
十
月
一
日
よ
り

『
七
五
三
ま
い
り
』
を
厳
修
し
て

お
り
ま
す
。

　

連
日
、
多
く
の
お
子
様
と
保
護

者
の
方
々
が
参
拝
さ
れ
、
本
年
め

で
た
く
七
五
三
を
迎
え
ら
れ
た
お

子
様
の
健
や
か
な
ご
成
長
と
ご
多

幸
を
祈
願
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
『
七
五
三
ま
い
り
』
は
十
一
月

末
ま
で
厳
修
し
て
お
り
ま
す
。
大

勢
の
お
子
様
の
ご
来
山
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

　

犬
山
市
の
ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ

犬
山
有
楽
苑
の
皆
さ
ま
が
九
月

二
十
二
日
、
境
内
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
来
山
さ
れ
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
の
所
属
す
る
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
グ
ル
ー
プ
全
体

の
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
企

業
文
化
の
一
環
と
し
て
毎
月
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
月
十
日
、
東
海
教
区
連
合
会

に
よ
る
御
詠
歌
団
参
が
行
わ
れ
、

成
田
山
支
部
か
ら
も
講
員
四
名
が

参
加
い
た
し
ま
し
た
。
大
須
観
音

を
始
め
、岐
阜
県
二
カ
寺
を
団
参
、

心
を
こ
め
て
御
詠
歌
を
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

内
田
交
差
点
の
看
板
鉄
塔
を
、

経
年
劣
化
対
策
ま
た
耐
震
補
修
の

為
、
改
修
い
た
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

境
内
清
掃

東
海
教
区
連
合
会

御
詠
歌
団
参

七
五
三
ま
い
り
十
一
月
末
ま
で

　
　
　
　

厳
修

　

十
月
四
日
、
成
田
山
信
徒
会
館

に
て
第
六
十
二
回
成
田
山
学
童
席

上
揮
毫
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。【
写
真
一
面
】

　

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
多
く

の
参
加
者
が
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
同
日
午

後
、
白
帝
書
道
会
の
先
生
方
に
よ

り
審
査
が
行
わ
れ
、
特
別
賞
受
賞

作
品
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。【
特

別
賞
受
賞
者
は
三
面
に
掲
載
】

成
田
山
学
童
席
上
揮
毫
大
会

第 62 回

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
十
一
時
よ
り
本
堂
に
て
厳
修

記
念
大
法
要

開
創
七
十
二
周
年
記
念
大
祭

貫
首  

岸
田
照
泰
大
僧
正
ご
巡
錫

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

貫
首  

岸
田
照
泰
大
僧
正

・
宗
祖
弘
法
大
師
報
恩
法
要

　
　（
午
前
十
時
　
大
師
堂
）

・
献
華
式
（
午
前
十
一
時
の
大
護
摩
供
に
併
催
）

・
開
創
七
十
二
周
年
記
念
大
法
要
（
午
前
十
一
時
）

・
記
念
大
祭
式
典
（
記
念
大
法
要
終
了
後 

）

・ 

大
祭
記
念
大
護
摩
供
（
午
前
九
時
、
午
後
一
時
、
三
時
）

・
八
方
宝
剣
法
要
（
午
前
九
時
半
、
祈
祷
殿
屋
上
）

記
念
大
祭
行
催
事
日
程

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

十
一
月
二
日
（
日
）

内
田
交
差
点

看
板
鉄
塔
改
修
工
事
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お
護
摩

ご
祈

祷

　
　
ご
祈
祷
料

一
金
　
三
千
五
百
円
以
上

一
金
　
　
　
五
千
円
以
上

一
金
　
　
　
一
万
円
以
上

一
金
　
　
　
二
万
円
以
上

一
金
　
　
　
三
万
円
以
上

午
前
七
時

　
　

九
時

　
　

十
一
時

午
後
一
時

　
　

三
時

ご
祈
祷
厳
修
時
刻

家
内
安
全
・
商
売
繁
昌
・
各
種
ご
祈
願

◆
祈
祷
時
刻
　
午
前
七
時
か
ら
午
後
五
時
半
ま
で

　
　
　
　
　
　
三
十
分
間
隔
で
ご
祈
祷
い
た
し
ま
す

◆
ご
祈
祷
料
　
三
千
五
百
円
、
五
千
円
、
一
万
円
以
上

◆
祈
祷
時
刻　

自
動
車
祈
祷
と
同
じ

◆
ご
祈
祷
料　

二
千
五
百
円
以
上

交
通
安
全
自
動
車
ご
祈
祷

交
通
安
全
自
転
車
ご
祈
祷

令
和
十
年
成
田
山
開
基
一
〇
九
〇
年
祭
慶
讃

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業

発

願

趣

意

書

　

ご
信
徒
の
皆
様
に
は
、
ご
本
尊
不
動
明
王
の
ご
加
護
の
も
と
、
益
々
ご
繁
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
山
は
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
、
東
海
一
円
の
ご
信
徒
熱
望
の
も
と
、
景
勝
の
地
犬
山
に
ご
本
尊
不
動
明

王
を
勧
請
申
し
上
げ
、
不
動
尊
信
仰
の
一
大
道
場
と
し
て
開
創
さ
れ
ま
し
た
。
来
る
令
和
十
年
十
一
月
に
は
、
開
創

七
十
五
年
の
節
目
を
迎
え
得
ま
す
こ
と
に
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
こ
の
度
当
山
で
は
、
来
る
令
和
十
年
四
月
、
本
山
新
勝
寺
に
於
け
る
成
田
山
開
基
一
〇
九
〇
年
祭
大
開
帳
奉

修
の
勝
縁
と
、
当
山
開
創
七
十
五
周
年
の
勝
縁
を
二
大
勝
縁
と
し
て
、
こ
こ
に
「
開
創
七
十
五
周
年
記
念
事
業
」
を
左

記
の
如
く
発
願
致
し
ま
し
た
。

　

就
き
ま
し
て
は
、
こ
の
浄
業
達
成
の
た
め
、
絶
大
な
る
ご
協
賛
ご
志
納
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
こ
こ
に
謹
ん
で
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

令
和
七
年
五
月
吉
日

記
念
事
業
概
要

一
、
本
堂
耐
震
化
及
び
本
堂
内
荘
厳
大
改
修

一
、
不
動
明
王
像

・
二
大
童
子
像
及
び
四
大
明
王
像
修
復

一
、
信
徒
会
館
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
工
事

一
、
山
容
整
備
事
業

　
　

１
．
稲
荷
堂
遷
座
改
修

　
　

２
．
憩
い
の
場
改
修
工
事

　
　

３
．
明
王
門
奉
納
大
提
灯
設
置

（
索
の
会
）

◆
現
在
、
開
創
七
十
五
周
年
に
向
け
た
記
念
事
業
の
工
事
を
境
内
各
所
に
て
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
工
事
中
は
ご
信
徒
皆
様
に
何
か
と
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
何

卒
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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◆
大
ロ
ー
ソ
ク

名
古
屋
市　
　

中　

村　

貴　

子

　

〃　
　
　
　

中　

村　

和　

真

◆
の
ぼ
り

各
務
原
市　
　

槫　

谷　

雅　

代

◆
供
物

犬
山
市　
　
　

中　

山　

佳　

子

　

〃　
　
　
　

宮
田
家

　

〃　
　
　
　

各
務
家

岐
阜
市　
　
　

山　

田　

き
よ
子

　

〃　
　
　
　

伊　

藤　

知　

子

　

〃　
　
　
　

安　

田　

薫　

子

玉た

ま

が

き垣
ご
志
納

　

の
お
願
い

玉
垣
（
境
内
、弁
天
池
周
辺
）

一
、
金  

二
十
万
円
以
上

玉
垣
の
ご
志
納
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
志
納
金
は
境
内
整
備

に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

八
月
五
日
、
港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

（
支
部
長
＝
山
本
敦
氏
）
の
月
参

登
山
に
併
せ
て
関
係
者
物
故
者
慰

霊
法
要
を
営
み
ま
し
た
。
一
行
は

本
堂
で
の
大
護
摩
供
参
拝
後
、
大

師
堂
に
て
法
要
に
参
列
し
ま
し

た
。
回
向
文
が
奉
読
さ
れ
た
後
、

参
列
者
が
香
を
た
む
け
、
故
人
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
法

要
後
は
、
信
徒
会
館
に
て
お
斎
を

頂
戴
し
故
人
を
偲
び
、
支
部
益
々

の
発
展
を
お
誓
い
い
た
し
ま
し

た
。
法
要
参
拝
に
併
せ
、
支
部
内

の
関
係
各
社
皆
様
に
よ
り
、
く
る

ま
地
蔵
尊
宝
前
に
事
故
防
止
を
祈

願
す
る
幟
を
ご
志
納
頂
き
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

田
尻
記

　

九
月
二
十
一
日
、
名
古
屋
成
田

講
支
部（
支
部
長
＝
岡
部
幸
男
氏
）

の
物
故
者
慰
霊
法
要
を
営
み
ま
し

た
。

　

本
堂
に
て
大
護
摩
供
参
拝
後
、

大
師
堂
に
移
り
、
回
向
文
が
奉
読

さ
れ
た
後
、
香
を
た
む
け
、
故
人

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
信
徒
会
館
に
て
お

斎
を
頂
戴
し
、
故
人
を
偲
び
、
支

部
の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
林
記

　

十
月
一
日
、
岐
北
月
参
講
支

部
（
支
部
長
＝
鈴
木
伸
典
氏
）
は

十
一
時
の
護
摩
御
祈
祷
参
拝
後
、

大
師
堂
に
て
物
故
者
慰
霊
法
要
を

営
み
ま
し
た
。
参
列
者
は
香
を
手

向
け
、
支
部
結
成
以
来
の
物
故
者

に
供
養
の
誠
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菱
木
記

海
部
郡　
　

登
港
運
輸
㈱

扶
桑
町　
　

市　

橋　
　

英　

男

　

〃　
　
　

津　

田　
　

ふ
み
よ

　

〃　
　
　

大　

塚　
　

絹　

代

　

〃　
　
　

澤　

木　
　

克　

臣

大
口
町　
　

社　

本　
　

眞　

一

　

〃　
　
　

近　

藤　
　

朋　

美

　

〃　
　
　

山　

口　
　

鋭　

子

　

〃　
　
　

斎　

木　
　
　

隆

　

〃　
　
　

安　

藤　
　

紀　

子

　

〃　
　
　

社　

本　
　

博　

司

犬
山
市　
　

東　

郷　
　

弘　

子

一
宮
市　
　

廣　

瀬　
　

久　

士

名
古
屋
市　

長　

瀬　
　

知　

哉

小
牧
市　
　

近　

沢　
　

春　

光

稲
沢
市　
　

恒　

川　
　

幸　

久

貞
照
寺
だ
よ
り

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

９
月
分

物
故
者
慰
霊
法
要

ー
岐
北
月
参
講
支
部
ー

ー
名
古
屋
成
田
講
支
部
ー

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

ー
港
ト
ラ
ッ
ク
支
部
ー

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

純 烈

日程　令和７年11月18日　昼の部11時より
金額　Ａ席　  15,000円
　　　Ｂ席　    9,000円
　どちらのお席も昼食付きとなります。
　完売の場合はご容赦ください。
◆お問い合わせ　0568-61-2583
｢成田山索の会｣ 事務局　担当　田尻まで

　

索
の
会
会
員
の
方
で
今
年
度
分

の
会
費
未
納
の
方
は
、
来
山
時
に

お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は

十
一
月
三
日
の
開
創
七
十
二
周
年

記
念
大
祭
参
拝
の
折
に
お
納
め
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

索
の
会
年
会
費

納
入
の
お
願
い

今
年
度
会
費
未
納
の
方
へ

◆川上貞奴女史追善法要
　　午前 10時半より厳修
◆奉納コンサート
　　午前 11時より開催
　　出演　ソプラノ歌手
　　　　　  金　光　順　子

貞奴忌のご案内

12 月 7 日（日）

索の会観劇会

男性コーラスグループ

御園座初座長公演
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犬
山
市　
　

久　

郷　
　

珠　

代

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　

〃　
　
　

柏　

木　
　

桂　

子

加
茂
郡　
　

伊　

藤　
　

安　

子

　

〃　
　
　

伊　

藤　
　

晴　

代

海
津
市　
　

㈲
み
の
運
輸

　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我　

恵
里

多
治
見
市　

早　

川　
　

友　

治

静
岡
県　
　

情　

野　
　

謙　

市

三
重
郡　
　

早　

川　
　

顕　

浩

東
京
都　
　

坂　

尾　
　

妙　

子

　

〃　
　
　

坂　

尾　
　
　
　

強

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

　

〃　
　
　

奥
田
ス
チ
ー
ル
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田　

貴
大

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

　

〃　
　
　

寄
進
産
業
運
輸
㈱

　

〃　
　
　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

小
牧
主
管
支
店

長
久
手
市　

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱

　
　
　
　
　
　
　

愛
知
主
管
支
店

可
児
市　
　

間　

瀬　
　

勇　

太

伊
勢
市　
　

岩　

瀬　
　

喜　

昭

成
田
市　
　

米
屋
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

諸
岡　

靖
彦

島
根
県　
　

松
江
堀
尾
会

　
　
　
　
　
　
　

久
保
田　

一
朗

中
国　
　
　

程　
　
　
　

文　

灝

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

名
古
屋
市　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

豊
田
市　
　

酒　

井　
　

英
二
郎

　

秋
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
木
々

が
少
し
ず
つ
色
づ
き
始
め
ま
し

た
。
今
年
も
ま
た
、
も
み
じ
や
銀

杏
が
美
し
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

自
然
の
う
つ
ろ
い
は
、
私
た
ち

に
「
無
常
」
と
い
う
仏
教
の
教
え

を
静
か
に
語
り
か
け
て
く
れ
ま

す
。

　

形
あ
る
も
の
は
す
べ
て
移
り
変

わ
り
、
永
遠
に
と
ど
ま
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
そ
の

移
ろ
い
の
中
に
こ
そ
美
し
さ
や
意

味
が
あ
る
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま

す
。

　

忙
し
な
い
日
々
の
中
で
、
ふ
と

立
ち
止
ま
り
、
変
化
の
中
に
あ
る

「
今
こ
の
瞬
間
」
を
味
わ
う
こ
と

が
、
心
の
安
ら
ぎ
に
つ
な
が
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
田
記

中
二　
　

長
谷
川　

優

小
六　
　

越
野　

翔
馬

小
一　
　

越
野　

颯
斗

【
評
】
し
っ
か
り
と
て
い
ね
い
に

書
け
ま
し
た
。

【
評
】
画
数
の
多
い
字
を
上
手
に

書
け
ま
し
た
。

【
評
】
ど
う
ど
う
と
り
っ
ぱ
に
書

け
ま
し
た
。

紙
上
書
道
展

九
月
の
登
山
講
社

九
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

編
集
室
よ
り

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

11 月の成田山行事
お不動さまの御縁日
　　毎月 1日、15日、28日

◆開創 72 周年記念大祭　３日
　　記念大法要 11 時（詳細 2面）
◆七五三まいり
　　11 月末日まで厳修中
◆ご詠歌講習会　15 日
　　午後 1時　信徒会館 3階
◆写経会　28 日 信徒会館 3階

行事は中止または内容が変更となる
場合がございます。最新情報はホー
ムページ、境内掲示、お電話にてご
確認お願い致します。

九
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

◆
期　
　
　

間　

11
月
30
日
ま
で

◆
ご
祈
祷
時
間　

午
前
９
時
よ
り
午
後
３
時
ま
で

◆
と

こ

ろ　

本　

堂

◆
ご
祈
祷
料　

５
千
円
以
上
（
御
札
、
お
守
り
、

　
　
　
　
　
　
　
千
歳
飴
、ジ
ュ
ー
ス
、日
本
モ
ン
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　
パ
ー
ク
招
待
券
付
き
）

『
七
五
三
ま
い
り
』
の
ご
案
内

※
11
月
３
日
は
当
山
大
祭
の
た
め
、
10
時
か
ら

　
12
時
30
分
の
間
、
ご
祈
祷
を
控
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

九
月
分

ご
詠
歌
講
習
会

◆
日
時　

十
月
十
五
日

　
　
　
　

午
後
一
時
よ
り

◆
場
所　

信
徒
会
館
三
階

　
　
　
　
『
三
宝
の
間
』

未
経
験
者
・
初
心
者
も

ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い


